
018 －

会計
区分

 

① ④
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【指標の説明】（指標の設定根拠、数値目標の設定根拠など）

A

B

C

長久手市行政評価票（A票：事業評価票）
事業番号 事業名 男女共同参画推進事業 担当部課 くらし文化部たつせがある課

基
本
情
報

第５次総合計画・基本方針 　 　文化をみがき、人が輝くまち 一般会計

まちづくり行程表・フラッグ 　 　「つながり」～一人ひとりに役割と居場所があるまち～ 予算区分（款 － 項 － 目）

第６次総合計画・基本目標 　 　いつでも　どこでも　誰とでも　広がる交流の輪 2-1-9 まちづくり協働費

法定受託事務の有無

その他（関係計画、要綱等） 長久手市の男女共同参画を推進する条例、長久手市男女共同参画審議会規則

事業開始の背景、経緯等
平成15年3月に長久手町（市）男女共同参画プランを策定し、事業を実施してきた。平成21年4月には長久
手町（市）の男女共同参画を推進する条例が施行され、市の活性化に向けた男女共同参画の取組を推進
している。

事
業
目
的
等

事業内容

（どのような事業なのか）

長久手市男女共同参画基本計画に基づき、庁内各課において男女共同参画に関する施策を実施していく。
また、長久手市男女共同参画審議会において、定期的に取組内容の進捗状況の確認や検証を行い、市の施策の推進を
図る。

事業対象
（誰、何を対象にしているか）

市民、関係団体（市民団体、市内企業など）

事業意図

（対象をどのような状態にしたいか）

男女が家庭、学校、職場、地域活動等の場に対等な立場で参画し、ともに責任を担い、各人の個性や能力をのびやかに
発揮できる男女共同参画社会を実現するため

事業を
構成する
事務事業

（B票）

男女共同参画推進事業 改善・見直し

コ
ス
ト
推
移

項目 単位 区分 27年度 28年度 29年度 30年度 元年度
(2015) (2016) (2017) (2018) (2019)

事業費(A) 千円
予算 469 607 542 4,845 501
決算 382 473 388 2,587

人件費(B) 千円 決算 6,110 2,673 4,350 5,052

総コスト(A)＋(B) 千円 決算 6,492 3,146 4,738 7,639

区分 27年度 28年度

A 男女共同参画講座等参加者数 人
目標

29年度 30年度 元年度
(2015) (2016) (2017) (2018) (2019)

180 190 150 150 391
実績 166 134 94 391

B 標語・川柳応募作品数 点
目標 360 244 175 240 439
実績 244 175 240 439

C
目標
実績

男女共同参画の理念を伝えることを目的とし、講座等の予定参加者数を指標とした。数値目標については昨年度目標と同数とした。

男女共同参画の理念を伝えることを目的とし、応募作品数の予定数を指標とした。数値目標については昨年度目標と同数とした。

環
境
変
化

他市町での取組状況や事
業を取り巻く環境変化

（他市町における同様の取組での特徴的な点、制度の変更、ニーズの変化、技術の変化など）

女性が職業生活において、その希望に応じて十分に能力を発揮し、活躍できる環境を整備するため、平成
２７年９月に女性活躍推進法が策定された。

成
果
推
移

成果指標 単位

評
価

目標達成状況

(成果指標等の目標に対する達成状況や進捗状況など）

平成30年度は第３次男女共同参画基本計画の策定年度となっており、関連した講座や市民フォーラム等
を実施したことで、各種講座の参加者数等が増加し、対前年度比増加という目標を達成できた。
広報等による計画策定に係る経過等を積極的に周知したことにより、標語川柳の応募者数も増加し、目標
を達成した。

過去５年間の
振返り

(過去５年間の事業の進捗状況、改善状況などの振返り)

Ｈ25.3　第２次長久手市男女共同参画基本計画の策定（計画期間：２５年～３０年）
Ｈ30.3　第３次長久手市男女共同参画基本計画の策定（計画期間：３１年～３５年）

事務事業全体を
見た課題

(構成している事務事業それぞれの評価を踏まえ、全体的な課題を整理)

男女共同参画の周知・啓発のために行う各種講座やフォーラムに参加する市民の数が平成30年度は対
前年度比で増加したため、この状況を維持できるよう講座等の内容を工夫する必要がある。

今
後

今後の
方向性

（事業の成果を高めるための事務事業の方向性）

平成30年度に策定した第3次長久手市男女共同参画基本計画に基づき、庁内関係各課と連携し、各種施策の推進を
図っていく。

中長期の
目標

（いつごろまでに事業をどのような状態にしたいか）

平成30年度に策定した第3次長久手市男女共同参画基本計画の履行期間中に、市民の理解、関心をより一層深める。



内
部
意
見

総合計画担
当、財政担
当、行政改
革担当によ

る意見

・令和元年度からは、第６次長久手市総合計画の基本構想・基本計画を踏まえて、事業を進めてください。



①

1.事務事業の目的 6.評価

4

4

2.コスト推移 4
27年度 28年度 29年度 30年度 元年度
(2015) (2016) (2017) (2018) (2019)

予算 469 607 542 4,845 501
決算 382 473 388 2,587

27年度 28年度 29年度 30年度 元年度
(2015) (2016) (2017) (2018) (2019)

見込 180 166 134 94 391
実績 166 134 94 391
見込 360 244 175 240 439

長久手市行政評価票（B票：事務事業評価票）
事業(A票)名 男女共同参画推進事業 担当部課 くらし文化部たつせがある課 決算書ページ ―

事務事業名 男女共同参画推進事業 予算区分 2-1-9 まちづくり協働費

事務事業の期間 事務事業開始年度 平成31（2018）年度 終了（予定）年度 平成35（2022）年度

対象
・

手段

（誰、何に対し、何をどのように実施しているのか）

市民や関係団体に対し、男女共同参画の理念を伝えるた
め、講座開催、講演会開催、その他、啓発事業として標
語・川柳募集事業等を実施。

項目 評価

妥当性 4

達成度 4

意図

（対象をどのような状態にしたいか）

男女共同参画の理念や事業の周知・啓発を図る
効率性

公平性

協働可能性

項目 単位 区分 【協働可能性について】

事業費 千円 (1)市民参加の延べ人数（人）

＜備考：事業費の主な内訳（30年度(2018)）＞
区分

28年度 29年度 30年度 元年度

(1)
391

基本計画策定業務委託 2,161 千円
(2016) (2017) (2018)

男女共同参画審議会委員報酬 161 千円
実績 134

(2019)
見込 166 134 94

94 391

(2)協働の状況（30年度(2018)）
(3) 印刷製本費 87 千円

（協働で取り組んだこと、評価できない理由など）

(2)

3.活動推移
第３次男女共同参画基本計画の策定を市民主体で行った。活動指標 単位 区分

男女共同参画講
座等参加者数

人

【活動エピソード】標語・川柳応募

妥当性

達成度

効率性公平性

協働可

能性

見込 360 244 175 240 439
実績 244 175 240 439

【活動エピソード】標語・川柳応募
作品数

点
（活動のエピソード、コメント、特記事項など）

＜備考：活動の概要（30年度(2018)）＞

計画策定には多数の市民に参加いただいたことで、市民意
見が反映された計画となった。

・男女共同参画出前講座の開催　計1回　延べ149人参加
・男女共同参画定期講座の開催　計2回　延べ23人参加
・男女共同参画市民フォーラムの開催　計2回　延べ34人参加
・３課合同事業の開催　計1回　延べ185人参加
・標語・川柳作品応募者数　計439点（一般24点、小中学生415点）

4.事務事業を取り巻く環境変化
（制度の変更、ニーズの変化、技術の変化など）
2017（平成29）年に第2次長久手市男女共同参画基本計画の計画期間が終了
することから、上位計画である第6次総合計画の策定に合わせ、新たに第3
次長久手市男女共同参画基本計画（女性活躍推進計画、ＤＶ防止基本計画
を含む）を策定した。

【改善ポイント】
（改善が必要なこと、改善の方法など）

5.前年度からの改善状況

第３次長久手市男女共同参画基本計画の一部は、平成２７
年９月に策定された「女性活躍推進法」第６条第２項に基
づく「市町村推進計画」であるが、市民への浸透度はまだ
まだ低い。これまで以上に女性活躍に主眼を置いた事業等
を実施していく必要があり、積極的な周知を図る必要があ
る。

(1)財政状況

（前年度【予算額】）（今年度【予算額】） （増減額）

4,845 千円 501 千円 △ 4,344 千円

(2)前年度の評価状況《参考》

・前年度【今後の方向性】 現状維持

・前年度【コメント】
平成29年度は、男女共同参画事業の一つである「男女共同参画出前講座」
の申込がなかった。また、生涯学習課及び子育て支援課との3課合同講座を
生涯学習課で実施したため（たつせがある課は平成28年度に実施）、活動
指数である参加者数が減少した。今後は、出前講座の申込を増やすため、
企業への事業PRを進めるなど、周知方法の改善をする。
平成30年度は第3次男女共同参画基本計画を策定するため、策定に関連する
事業を実施する。

7.今後の方向性

改善・見直し改善・見直し改善・見直し改善・見直し
(3)改善状況

（何をどのような状態に改善したのか）

平成30年度は、積極的な広報、ＰＲをした結果、市内小学校で出
前講座を実施することができた。
また、講座をはじめとした各種事業実施に際しても、積極的なＰ
Ｒをした結果、参加者数が増加した。


